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12. 円すいころ軸受

円すいころ軸受は内輪，外輪及びころの円すいの頂点が軸

受の中心軸上の一点に一致するように設計されています。こ

のため，ころは軌道面上を真の転がり運動を行い，内輪軌道

面と外輪軌道面から受ける合力によって，内輪大つばに押し

つけられて案内されています。

ラジアル荷重と一方向のアキシアル荷重及びそれらの合成

荷重を負荷するのに適し，負荷能力も大きい軸受です。

円すいころ軸受の保持器は鉄板打抜き形式が標準ですが，

特に回転精度などにP4以上が要求される場合は，高力黄銅鋳

物のもみ抜き保持器を推奨します。

通常，円すいころ軸受は2個がセットで使用され，その動

等価荷重は表12.1によって計算します。

1 円すいころ軸受の荷重計算

2 呼び番号

精度等級記号 
　P5：JIS 5級 
　P4：JIS 4級 
　UP：NTN特殊高精度 

組合せ記号 
　DB：背面組合せ 
　DF：正面組合せ 

間座幅寸法 

内部変更記号 

内径番号 

軸受系列記号 

329 18 X U DB +xx P4

Y1

0.5Fr1≦ 
Y2

0.5Fr2＋ Fa

Y1

0.5Fr1＞ 
Y2

0.5Fr2＋ Fa

Y2

0.5Fr2≦ 
Y1

0.5Fr1＋ Fa

Y2

0.5Fr2＞ 
Y1

0.5Fr1＋ Fa

Fa1＝ 
Y2

0.5Fr2＋ Fa

Fa2＝ 
Y2

0.5Fr2

Fa1＝ 
Y1

0.5Fr1

Fa2＝ 
Y1

0.5Fr1－ Fa

Fa1＝ 
Y1

0.5Fr1

Fa2＝ 
Y1

0.5Fr1＋ Fa

Fa1＝ 
Y2

0.5Fr2－ Fa

Fa2＝ 
Y2

0.5Fr2

アキシアル荷重 動等価ラジアル荷重 荷重条件 

Y2

0.5Fr2＋ FaPr1＝XFr1＋Y1

Pr2＝Fr2

Pr1＝Fr1

Y1

0.5Fr1－ FaPr2＝XFr2＋Y2

Pr1＝Fr1

Y1

0.5Fr1＋ FaPr2＝XFr2＋Y2

Y2

0.5Fr2－ FaPr1＝XFr1＋Y1

Pr2＝Fr2

軸　受　配　置 

Fa

Fr1

背面 

正面 

背面 

正面 

Fr2

Fa

Fr2 Fr1

Fr1 Fr2

Fa

Fr2 Fr1

Fa

Brg1 Brg2

Brg2 Brg1

Brg1 Brg2

Brg2 Brg1

備考1. 予圧がゼロのときに適用する。 
　　2. ラジアル荷重は上図の矢印と逆方向の場合でも正として計算する。 

表12.1  軸受配置と等価荷重
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3 円すいころ軸受の精度

4 高精度円すいころ軸受の推奨はめあい

呼び軸受内径 
 

d 
mm

内輪と軸のはめあい 

非調整側 調整側 

目標 1 
しめしろ 

目標 1 
しめしろ 

18
30
50

80
120
180

250
315

30
50
80

120
180
250

315
400

0～  5T
0～  6T
0～  7T

0～  8T
0～10T
0～13T

0～15T
0～18T

0～1T
0～2T
0～3T

0～4T
0～5T
0～6T

0～6T
0～8T

を超え 以下 

1 狙いは中央値を狙い 
　 T：しまりばめ 

単位：μm

呼び軸受外径 
 

D 
mm

外輪とハウジングのはめあい 

目標しめしろ 1

30
50
80

120
150
180

250
315
400

50
80

120

150
180
250

315
400
500

0～3T
0～3T
0～4T

0～4T
0～4T
0～5T

0～5T
0～6T
0～7T

を超え 以下 

単位：μm

呼び軸受内径 
 

d 
 
mm

平均内径の寸法差 
 

∆dmp

5級 4級 1

内径不同 
 

Vdp

18
30
50

80
120
180

30
50
80

120
180
250

6
8
9

11
14
17

5
6
7

8
10
11

5
5
6

8
9

11

4
5
5

5
7
8

5
6
7

8
11
13

3
4
4

5
6
8

8
8
8

9
10
11

4
4
5

5
6
7

4
4
4

5
7
8

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

－  8
－10
－12

－15
－18
－22

－  6
－  8
－  9

－10
－13
－15

0
0
0

0
0
0

－200
－240
－300

－400
－500
－600

＋200
＋200
＋200

＋200
＋350
＋350

－200
－200
－200

－200
－250
－250

を超え 以下 

アキシアル 
振れ 
Sia

上 下 上 下 上 下 上 下 

平均内径 
の不同 
Vdmp

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

4級 
最大 

5級 4級 5級 4級 

横振れ 
 

Sd

ラジアル 
振れ 
Kia

1 4級に適用する内径の寸法差∆dsの許容差は，平均内径の寸法差∆dmpの許容差と同じです。 

単位：μm

幅の寸法差 
 

∆Bs

単列軸受 
の組立幅 
の寸法差 

∆Ts

呼び軸受外径 
 

D 
 
mm

平均外径の寸法差 
 

∆Dmp

5級 4級 2

外径不同 
 

VDp

30
50
80

120
150
180
250

50
80
12

150
180
250
315

7
8

10

11
14
15
19

5
7
8

8
10
11
14

5
6
7

8
9

10
13

5
5
5

6
7
8
9

7
8

10

11
13
15
18

5
5
6

7
8

10
11

8
8
9

10
10
11
13

4
4
5

5
5
7
8

5
5
6

7
8

10
10

0
0
0

0
0
0
0

0
0
0

0
0
0
0

－  9
－11
－13

－15
－18
－20
－25

－  7
－  9
－10

－11
－13
－15
－18

を超え 以下 

アキシアル 
振れ 
Sea

上 下 上 下 

平均外径 
の不同 
VDmp

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

4級 
最大 

外径面 
の倒れ 

SD

ラジアル 
振れ 
Kea

2 4級に適用する外径の寸法差∆Dsの許容差は，平均外径の寸法差∆Dmpの許容差と同じです。 

単位：μm表12.3  外輪

表12.2  内輪

表12.4  軸のはめあい 表12.5  ハウジングのはめあい


